
貴
重
書
紹
介 

―
蜂
須
賀

は

ち

す

か

家け

旧
蔵
本 

二
条
為た

め

世よ

筆
『

長

秋

ち
ょ
う
し
ゅ
う

詠
藻

え
い
そ
う

』
― 

専
修
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

「
蜂
須
賀
家
旧
蔵
本
」
の
う
ち
の
1

点
、
二
条
為

世
筆
『
長
秋
詠
藻
』
は
昭
和
55

年
（1

9
8

0

）
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
近
世
阿
波
国
徳
島
藩

の
藩
主
で
あ
っ
た
蜂
須
賀
家
は
、
多
く
の
和
漢
古
典

籍
を
有
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
蔵
書
は
6

万
冊
に

お
よ
び
、「
阿
波
国
文
庫
」
と
称
さ
れ
、
加
賀
・
前
田

家
の
尊
経
閣
文
庫
と
比
肩
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。
し

か
し
明
治
維
新
の
際
旧
藩
士
に
分
け
与
え
た
た
め

散
逸
し
、
多
く
の
箇
所
に
分
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
24

点
132

冊
が
専
修
大
学
図
書
館
に
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
長
秋
詠
藻
』
は
、
藤
原
定
家
の
父
で
あ
る
、
藤

原
俊
成
（1

1
1

4

～1
2

0
4

）
が
治
承
2

年
（1

1
7

8

）
、  

守
覚

し
ゅ
か
く

法
親
王

ほ
う
し
ん
の
う

の
求
め
で
自
撰
し
た
た
私
家
集
で
す
。 

上
巻
に
久
安
百
首
・
述
懐
百
首
の
定
数
歌
を
収
め
、

中
・
下
巻
に
四
季
・
賀
・
恋
・
雑
・
釈
教
・
神
祇
に

部
類
さ
れ
た
歌
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
『
長
秋
詠

藻
』
の
伝
本
は
、
そ
の
歌
群
構
成
お
よ
び
集
録
歌
数

に
よ
っ
て
以
下
の
4

種
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
類
本
：
治
承
2

年
（1

1
7

8

）
に
成
立
し
、
守

覚
法
親
王
に
進
覧
さ
れ
た
俊
成
自
撰
の
原
形
本

の
形
を
伝
え
る
本
。 

第
二
類
本
：
藤
原
定
家
が
寛
喜
元
年
（1

2
2

9

）
に
俊

成
自
撰
の
原
形
本
（
第
一
類
本
）
を
書
写
し
、
右

大
臣
家
百
首
を
増
補
し
た
形
を
伝
え
る
本
。 

第
三
類
本
：
第
二
類
本
に
『
俊
成
家
集
』
中
の
崇
徳

院
の
長
歌
か
ら
文
治
6

年
（1

1
9

0

）
の
作
に
至

る
歌
群
を
増
補
し
た
形
を
伝
え
る
本
。 

第
四
類
本
：
第
三
類
本
の
右
大
臣
家
百
首
の
次
に

百
首
を
増
補
し
た
形
を
伝
え
る
本
。 

二
条
為
世
筆
『
長
秋
詠
藻
』
は
、4

8
0

番
歌
の
後

に
「
寛
喜
元
年
四
月
廿
二
日
」
の
定
家
の
奥
書
が
あ 

り
、
そ
の
後
に
「
右
大
臣
家
百
首
」
を
載
せ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
第
二
類
本
に
属
し
ま
す
。 

第
二
類
本
の
最
善
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の

親
本
）
が
近
世
は
じ
め
の
書
写
で
あ
る
の
で
、
鎌
倉

時
代
、
し
か
も
御
子
左
家
嫡
流
の
二
条
家
の
人
物
に

よ
り
書
写
さ
れ
た
本
学
蔵
本
が
大
変
貴
重
な
伝
本

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

ま
た
、
奥
書
に
よ
り
、
永
仁
4

年
（1

2
9

6

）
に 

藤
原
（
二
条
）
為
世
が
関
東
で
（
冷
泉
）
為
相

た
め
す
け

所
持

本
を
転
写
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
二
条
家
と
冷

泉
家
は
対
立
し
て
い
ま
し
た
が
、
不
和
で
あ
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
為
相
所
持
本
を
書
写
し
た
所
に
、
為
世

の
歌
人
的
度
量
の
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
資

料
で
す
。 

平
成
24

年
（2

0
1

2

）
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
日
本
大
学
所
蔵
『
長
秋
詠
藻
』
は
、
冷
泉
為
相

筆
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
条
為
世
は
こ
の
『
長

秋
詠
藻
』
を
借
り
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
…
。 

編
集
後
記 

 

今
回
は
、
文
化
財
保
護
法
制
定
か
ら
70

年
と
い
う
こ

と
で
、
文
化
財
を
特
集
し
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
の
思
い

出
と
い
え
ば
、

50

年
記
念
の
時
に
東
博
で
行
わ
れ
た

「
日
本
国
宝
展
」
へ
行
っ
た
こ
と
で
す
。
実
物
を
見
て
、

写
真
で
想
像
し
て
い
た
大
き
さ
と
随
分
違
っ
て
い
た
こ

と
に
驚
き
、
感
動
し
、
文
化
財
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
う
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

図
書
館
で
は
多
く
の
貴
重
書
を
文
化
財
と
し
て
保
存

し
、
利
用
に
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を
「
ぶ
ん
こ
」

の
各
号
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
（
次
号
以
降
も
）
！ 

[展示紹介] 

行ってみました！ 浮世絵ギャラリー 

JR 川崎駅前に「川崎浮世絵ギャラリー

～斎藤文夫コレクション～」がオープン！  

(公社)川崎・砂子
い さ ご

の里資料館から川崎市

が無償貸与された作品が展示されていま

す。川崎をはじめ神奈川にゆかりの浮世絵

を含め所蔵数は約 4,000 点、版画だけでな

く筆で描く一点モノの肉筆画も約 100 点

所蔵。時代に偏らない包括的なコレクショ

ンを誇ります。「斎藤文夫コレクション」

と冠するこのコレクションは、国内外での

豊富な展示実績があり、高い評価を受けて

いるとのことです。 

訪問時には開館記念展示が開催されて

おり、17 世紀後期の黒一色で摺った 

墨摺絵
すみずりえ

から 18 世紀後期の多色摺りの錦絵

確立までの変遷を観ることができ、また見

ごたえある肉筆画も堪能できました。 

浮世絵の魅力に気軽に、そして広く深く

触れられるスポットです。 

ホームページ https://ukiyo-e.gallery/ 

『日本の宝浮世絵名品展 : 墨摺絵から錦絵誕

生まで : 川崎浮世絵ギャラリー開館記念』 川

崎・砂子の里資料館, 2019 本館 K/721/N71 

[主な参考図書・サイト] 

参考図書は図書館に所蔵している本ばかりで

す。是非 OPAC で検索してみてください。 

 

・文化庁ホームページ  

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunka

zai/index.html 

・電子政府の総合窓口（e-Gov）  

https://www.e-gov.go.jp/ 

・（パンフレット）『未来に伝えよう文化財』

文化庁, 2019 

・文化財保護委員会監修『月刊文化財』第一

法規出版 

・中村賢二郎著『文化財保護制度概説』ぎょ

うせい, 1999 

・花山院師継筆 ; 中田武司編『古今和歌集』

（専修大学出版局, 1996）所収「解題」 

・冷泉家時雨亭文庫編『古今和歌集 : 嘉禄

二年本 ; 古今和歌集 : 貞応二年本』（冷

泉家時雨亭叢書 2 朝日新聞社, 1994）所

収 片桐洋一「解題」 

・藤原俊成[撰] ; 藤原為世筆 ; 専修大学図

書館蔵古典籍影印叢刊刊行会編『長秋詠

藻』（専修大学出版局, 1979）所収 中田

武司「長秋詠藻解題」 

・川村晃生, 久保田淳共著『長秋詠藻/俊忠

集』（和歌文学大系 22 明治書院, 1998）

所収 川村晃生「解説」 

・冷泉家時雨亭文庫編『中世私家集 4』（冷

泉家時雨亭叢書 28 朝日新聞出版, 2000）

所収 井上宗雄「解題」 

長
秋
詠
藻 

奥
書 

〈
藤
原
北
家
御
子
左
家
流
系
図
と
専
修
大
学
所
蔵

『
古
今
集
』『
長
秋
詠
藻
』
相
関
図
〉 

 

  

体験中の様子 

 

第 5 号 目次 

P1・・・特集！ 重要文化財 

    やってみました！ 糸綴じ体験 

P2-3・・Do you know BUNKAZAI ? 

P4・・・貴重書紹介 

    行ってみました！ 

浮世絵ギャラリー 

特
集
！ 

重
要
文
化
財 

日
本
で
は
日
々
様
々
な
文
化
財
の
展
示

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
専
修
大
学
図
書

館
で
も
、
多
い
時
で
は
年
2

回
の
展
示

を
実
施
し
、
普
段
触
れ
る
こ
と
が
な
い
貴

重
な
資
料
を
公
開
し
て
い
ま
す
。 

そ
ん
な
中
、
東
京
国
立
博
物
館 

平
成
館

で
「
特
別
展 

国
宝
鳥
獣
戯
画
の
す
べ
て
」

と
い
う
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

令
和
2

年
7

月
か
ら
令
和
3

年
春
に

会
期
変
更
と
な
り
ま
し
た
。）
国
宝
の
鳥
獣

戯
画
は
正
式
名
を
「
鳥
獣
人
物
戯
画
」
と

い
い
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
甲

乙
丙
丁
の

4

巻
か
ら
な
る
絵
巻
物
で

す
。
楽
し
気
に
戯
れ
る
兎
や
猿
、
蛙
な
ど

が
描
か
れ
て
い
る
甲
巻
が
有
名
で
す
。
こ

の
特
別
展
で
は
全
4

巻
全
場
面
を
初
め

て
一
挙
公
開
す
る
そ
う
で
す
。 

奥付： 

専修大学図書館 

令和 2 年 6 月 15 日発行 

題字：荒川依知 

 

※貴重書のご利用については、「ぶん

こ」創刊号をご覧ください。 

https://www.senshu-u.ac.jp/ 
news/nid00006538.html 

専
修
大
学
図
書
館
で
も
鳥
獣
戯
画
の
複
製

和
漢
古
書
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は

巻
子
本
で
す
が
、
借
り
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。 さ

て
、
今
号
の
「
ぶ
ん
こ
」
で
は
鳥
獣
戯

画
を
代
表
と
す
る
国
宝
、
つ
ま
り
重
要
文
化

財
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま
し
た
。
普
段

何
気
な
く
耳
に
す
る
国
宝
や
重
要
文
化
財
。

ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
誰
が
ど
の
よ
う

に
決
め
て
い
る
の
か
、
い
つ
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
意
外
に
知
ら
な
か
っ
た
り
す
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

今
回
は
そ
う

し
た
文
化
財
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
ま

す
。 今

号
の
刊
行
時
点
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
様
々
な

展
示
が
期
間
未
定
で
延
期
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
開
し
た
際
に
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
を
守
り
つ
つ
、
貴
重
な
文
化
財
を
通
し

て
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。 

や
っ
て
み
ま
し
た
！ 

糸
綴
じ
体
験 

専
修
大
学
図
書
館
で
は
、
江
戸
期
和
本

を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
本
学
で
所
蔵

し
て
い
る
和
本
の
多
く
は
糸
綴
じ
に
よ
り

製
本
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
綴
じ
糸
が

劣
化
し
た
場
合
、
一
度
綴
じ
糸
を
切
り
、

綴
じ
な
お
す
作
業
を
行
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
令
和
元
年
10

月
11

日
に

C
o

m
p

ass

（
専
修
大
学
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
の
有
志
で
こ
の
糸
綴
じ
を
体
験
し
て

み
ま
し
た
。
こ
の
時
は
和
装
本
の
一
般
的

な
装
丁
で
あ
る
四
つ
目
綴
じ
の
綴
じ
方
を

実
際
に
見
せ
な
が
ら
、
学
生
自
身
で
糸
綴

じ
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

学
生
か
ら
の
評
判
も
上
々
。
和
装
本
は

普
通
の
コ
ピ
ー
用
紙
に
縫
物
用
の
針
と
糸

で
も
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
に
な
る

方
は
自
分
で
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
み
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
？ 

専
修
大
学
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
５
号 

閉じ糸が切れてしまっているもの（右下）と

実際に四ツ目綴じで補修中の資料（左上） 

為
教(

京
極) 

為
兼 

家
忠(

花
山
院) 

[

４
代
略] 

師
継 

為
相(

冷
泉) 

六
男 

道
長 

 
 

長
家 

[

２
代
略] 

俊
成 

定
家 
為
家 

為
氏(

二
条) 
為
世 

対
立 

協
力 

長
男 

『
古
今
集
』『
長
秋
詠
藻
』
も
と
の
書
写
者 

『
長
秋
詠
藻
』
撰
者 

宝
治
3

年
（1

2
4

9

）
に

『
古
今
集
』
を
借
り
、
書

写
。
二
人
と
も
28

歳
。 

永仁 4 年（1296）に『長秋
詠藻』を借り、書写。 

頼
道 

師
実 

https://ukiyo-e.gallery/
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/index.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/index.html
https://www.e-gov.go.jp/


◆
文
化
財
保
護
法
制
定
か

ら
70
年 

昭
和
24

年
（1

9
4

9

）
1

月
26

日
、
現
存
す
る
最
古
の
木
造
建
造
物

で
あ
る
法
隆
寺
の
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
昭
和
25

年
、
「
文
化
財

保
護
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
す
。
前
身
の

法
律
で
あ
る
国
宝
保
存
法
等
が
統
合

さ
れ
、
日
本
で
最
初
の
文
化
財
保
護

の
た
め
の
統
括
的
法
律
と
な
り
ま
し

た
。
文
化
財
保
護
法
は
制
定
以
来
、
社

会
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
改
正
が
重

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆
文
化
財
の
種
類 

（【
文
化
財
の
体
系
図
】
参
照
） 

文
化
財
保
護
法
に
よ
り
、
文
化
財

は
「
有
形
文
化
財
」
「
無
形
文
化
財
」

「
民
俗
文
化
財
」「
記
念
物
」「
文
化
的

景
観
」「
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
に
分

け
て
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
文
化
財
の
う
ち
、
重
要
な
も
の
を

国
が
指
定
・
選
定
・
登
録
し
、
重
点
的

に
保
護
し
て
い
ま
す
。
文
化
財
の
指

定
・
選
定
・
登
録
は
、
文
部
科
学
大
臣

が
文
化
審
議
会
に
諮
問
し
、
そ
の
答

申
を
受
け
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

そ
の
ほ
か
、
「
文
化
財
の
保
存
技

術
」「
埋
蔵
文
化
財
」
も
保
護
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

◆
重
要
文
化
財
と
は 

有
形
文
化
財
の
う
ち
、
重
要
な
も

の
は
国
（
文
部
科
学
大
臣
）
に
よ
り 

「
重
要
文
化
財
」
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
重
要
文
化
財
の
中

で
、
世
界
文
化
の
見
地
か
ら
特
に
価

値
の
高
い
も
の
は
「
国
宝
」
に
指
定
さ

れ
ま
す
。
令
和
2

年
3

月
1

日

現
在
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
の
は1

3
,2

8
1

件
（
国
宝1

,1
2

0

件
を
含
む
）
で
す
。 

【
国
指
定
重
要
文
化
財
の
例
】 

・
旧
江
戸
城
田
安
門

た
や
す
も
ん

（
東
京
都
千
代
田
区
北

の
丸
公
園
） 

・
旧
伊
藤
家
住
宅
（
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩

区 

日
本
民
家
園
内
） 

【
国
宝
の
例
】 

・
法
隆
寺
金
堂
（
奈
良
県
生
駒
郡
斑
鳩
町
法

隆
寺
山
内
） 

・
金
印
〈
印
文
「
漢
委
奴
國
王
」〉（
福
岡
県

福
岡
市
早
良
区
百
道
浜 

福
岡
市
博
物
館
） 

◆
専
修
大
学
図
書
館
に
も

あ
る
！ 

重
要
文
化
財 

専
修
大
学
図
書
館
に
も
実
は
、
重

要
文
化
財
が
2

点
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
そ
の
う
ち
の
1

点 

花
山
院

か

ざ

ん
い

ん

師
継

も
ろ
つ
ぐ

筆
『
古
今
和
歌
集
』
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
も
う
1

点

は
P4

の
「
貴
重
書
紹
介
」
コ
ー
ナ
ー

で
紹
介
し
ま
す
。 

『
古
今
和
歌
集
』
（
以
下
『
古
今

集
』
）
は
醍
醐
天
皇
の
勅
命
を
受
け

て
、
延
喜
年
間
（9

0
1

～9
2

2

）
に
成

立
し
た
日
本
で
最
初
の
勅
撰
和
歌
集

で
す
。
短
歌
を
中
心
に
約1

,1
0

0

首 

が
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
な
ど
の
部
立

ぶ

だ

て

（
歌
の
内
容
上
の
部
類
）
に
し
た
が

っ
て
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『
古
今
集
』
に
は
多
く
の
伝
本
が

あ
り
、
完
本
と
し
て
は
元
永
3

年

（1
1

2
0

）
の
奥
書
を
持
つ
「
元
永
本
」

が
現
存
最
古
の
写
本
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 現

在
広
く
流
布
し
て
い
る
の
は
、

生
涯
で
『
古
今
集
』
を
10

回
以
上
書

写
し
た
藤
原
定
家
（1

1
6

2

～1
2

4
1

）

の
伝
本
で
す
。
そ
の
中
で
も
貞
応
2

年
（1

2
2

3

）
7

月
に
書
写
し
た
貞
応 

二
年
本
系
統
の
伝
本
は
、
藤
原
氏
御 み 

子 こ

左
ひ
だ
り

家
の
嫡
流
二
条
家
に
相
伝
さ

れ
、
中
世
以
来
今
日
で
も
研
究
刊
本

の
多
く
が
底
本
と
し
て
用
い
る
特
に

重
要
な
伝
本
で
す
。
貞
応
二
年
本
系

統
伝
本
で
最
も
古
い
も
の
と
し
て
広 

く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
覚
尊

か
く
そ
ん

（
為
家 

の
子
）
が
書
写
し
た
本
に
、
文
永
4

年
（1

2
6

7

）
に
定
家
の
子
で
あ
る
為

家
が
校
合
し
た
旨
の
奥
書
を
持
つ
、 

冷
泉

れ
い
ぜ
い

家 け

時
雨
亭

し

ぐ

れ
て

い

文
庫
蔵
「
為
家
直
筆

奥
書
貞
応
二
年
本
」
で
す
。 

今
回
ご
紹
介
す
る
花
山
院
師
継
筆

『
古
今
集
』
も
本
奥
書
（
原
本
の
奥

書
）
か
ら
貞
応
二
年
本
系
統
本
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。
奥
書
に
は
宝
治
3

年
（1

2
4

9

）
2

月
9

日
に
、
当
時

皇
后
宮
権
大
夫
の
要
職
に
在
っ
た
花

山
院
師
継
が
、
二
条
家
相
伝
の
秘
本

で
あ
る
、
藤
原
定
家
自
筆
本
を
二
条

為
氏
よ
り
借
用
し
、
一
字
の
間
違
い

も
無
く
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

先
に
述
べ
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
「
為
家
直
筆
奥
書
貞
応
二
年
本
」

よ
り
も
18

年
古
い
書
写
の
年
記
を

持
つ
、
大
変
貴
重
な
伝
本
で
す
。 

こ
の
花
山
院
師
継
筆
『
古
今
和
歌

集
』
は
、
平
成
3

年
（1

9
9

1

）
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 ◆
無
形
文
化
財 

「
か
な
料
紙

り
ょ
う
し

」
紹
介 

国
と
同
様
に
地
方
公
共
団
体
で

も
、
文
化
財
保
護
条
例
を
制
定
し
、
地

域
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

茨
城
県
常
陸
太
田
市
の
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
か
な
料
紙
」

は
、
平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
書
道
の

か
な
文
字
を
書
く
た
め
の
用
紙
で

す
。
草
木
か
ら
採
っ
た
染
料
で
染
色

し
た
和
紙
に
金
銀
箔
を
施
す
、
切
っ

た
り
破
っ
た
り
し
た
紙
を
い
く
つ
か

重
ね
合
わ
せ
て
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を

作
る
な
ど
の
技
法
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
無
形
文
化
財
の
保
有
者
で
あ

る
、
か
な
料
紙
製
作
者
・
小
室
久
さ
ん

に
は
、20

1
9

年
秋
の
企
画
展
「
書d

o
!

展
」
で
講
演
・
実
演
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

小
室
さ
ん
製
作
の
か
な
料
紙
は
、

専
修
大
学
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
ま

す
。
伝
統
の
技
法
に
よ
る
美
し
い
か

な
料
紙
の
数
々
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。 

小
室
義
久
・
小
室
久
製
作
『
か
な
料
紙

標
本
』
小
室
か
な
料
紙
工
房
、2

0
0

1
 

本
館 

L
/5

8
5

/K
o

6
9

/L
1

7
-

3
7

 

◆文化遺産オンライン https://bunka.nii.ac.jp/ 

文化庁が運営する日本の文化遺産についてのポータルサ

イト。全国の博物館・美術館等から提供された作品や国宝・

重要文化財などの情報を閲覧・検索することができます。 

◆新指定国宝・重要文化財展 

文化庁では毎年度、新たに国宝・重要文化財として指定

されることになった美術工芸品を、東京国立博物館にお

いて公開しています。 

新指定国宝・重要文化財展は毎年 4 月中旬ごろ～5 月

上旬ごろに開催されていますので、文化庁のサイトをチ

ェックしてみてください。 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/yu

kei_bijutsukogei/shinshitei/index.html 

例
え
ば
、
マ
ン
ガ
の
元
祖
と
も
い
わ
れ
る
、「
鳥
獣
人
物

戯
画
」
や
、
豪
華
絢
爛
な
「
源
氏
物
語
絵
巻
」、
こ
の
ペ
ー

ジ
で
紹
介
し
た
「
古
今
集
」
の
複
製
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

興
味
が
あ
る
方
は
、
本
館M

3

階
イ
エ
ロ
ー
区
画
の
「
複

製
和
漢
古
書
」
コ
ー
ナ
ー
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
禁

帯
出
シ
ー
ル
の
貼
っ
て
い
な
い
も
の
は
貸
出
も
で
き
ま

す
。O

P
A

C

で
は
、
検
索
オ
プ
シ
ョ
ン
▼
か
ら
文
庫
名
「
複

製
和
漢
古
書
」
を
選
択
す
る
と
一
覧
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

〇
埋
蔵
文
化
財 

埋
蔵
文
化
財
と
は
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財

（
主
に
遺
跡
と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
）
の
こ
と
で
す
。
埋

蔵
文
化
財
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
土
地
（
周
知
の
埋
蔵

文
化
財
包
蔵
地
）
は
全
国
で
約
46

万
カ
所
あ
り
、
毎
年

9

千
件
程
度
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
を
も
と
に
各
都
道
府
県
・
市
町
村
で
は
発
掘
・
調
査
報

告
書
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
そ
の
性
格

か
ら
殆
ど
が
非
売
か
つ
少
部
数
発
行
で
あ
る
た
め
、
後
日

の
入
手
が
困
難
な
も
の
で
す
。
こ
の
分
野
の
調
査
・
研
究

で
積
極
的
に
役
割
を
担
っ
て
い
る
専
修
大
学
歴
史
学
会
考

古
学
研
究
室
か
ら
資
料
移
管
を
受
け
、
そ
れ
を
基
礎
に 

図
書
館
所
蔵
分
を
あ

わ
せ
、
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
い
ま
す
。 

1
3

,8
9

5

冊
（2

0
1

2

年
3

月
末
日
現
在
）

だ
っ
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
、2

0
2

0

年
3

月
現
在2

4
 ,0

9
2

冊

と
い
う
、
一
大
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

[

コ
ー
ナ
ー
紹
介] 

〇
複
製
和
漢
古
書 

専
修
大
学
図
書
館
で
は
、
国
宝
・

重
要
文
化
財
の
レ
プ
リ
カ
も
多
数

所
蔵
し
て
い
ま
す
。 

◆国指定文化財等データベース 

http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp 

 文化財保護法に基づき国が指定・登録・選定した文化財

等の情報を検索することができるデータベース。検索条

件を指定しなくても、文化財分類ごとに分類別・都道府

県別で文化財の情報を閲覧することもできます。 

 

 

 

有形文化財：建造物、絵画、彫刻、書跡、典籍、古文書、考古

資料、歴史資料などで歴史上または芸術上、学術上価値

の高いもの。建造物以外のものを「美術工芸品」と総称

している。 

無形文化財：演劇、音楽、工芸技術などで歴史上または芸術

上価値の高いもの。人間の「わざ」そのものであり、そ

のわざを体得した個人または団体によって体現される。 

民俗文化財：衣食住、生業、信仰、年中行事等に関する風俗慣

習、民俗芸能、民俗技術やこれらに用いられる衣服、器

具、家屋などで生活の推移の理解のため欠くことのでき

ないもの。 

記念物：貝塚、古墳、都城跡、城跡、旧宅などの遺跡で歴史上

または学術上価値の高いものや、庭園、橋梁、峡谷、海

浜、山岳などの名勝地で芸術上または観賞上価値の高い

もの、動物、植物、地質鉱物で学術上価値の高いもの。 

文化的景観：地域における人々の生活や生業、地域の風土に

より形成された景観地で生活または生業の理解のため

欠くことのできないもの。 

伝統的建造物群：周囲の環境と一体をなしている伝統的な建

造物群で価値の高いもの。 文化財の体系図 （文化庁ホームページ） 

https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/gaiyo/taikeizu_l.html 

重要文化財指定書：古今和歌集 


